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代表質問

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
と
阪
急
茨
木
市
駅
西
口

周
辺
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
交
通
結

節
点(

※
１)

と
し
て
の
機
能
強
化
と
あ
わ

せ
、
多
く
の
市
民
が
集
い
、
憩
え
る
空
間
と

な
る
よ
う
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
両
駅

 

中
心
市
街
地
道
路
整
備
の
一
方
通
行
化
は

問
北
部
地
域
の
将
来
を
確
か
な
も
の
と

す
る
た
め
、「
山
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
」

を
テ
ー
マ
に
、
北
部
地
域
の
魅
力
や
課
題
を

見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
活
動
す
る
人
の
増

加
を
め
ざ
す
と
の
こ
と
だ
が
、
北
部
地
域
の

居
住
問
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

北
部
地
域
は
、
市
全
体
と
比
べ
高
齢

化
、
少
子
化
が
顕
著
で
あ
り
、
一
番

の
課
題
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
７
割
程
度
に
人
口

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
だ
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
課
題
を
短
期
的
に
解
消
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
地
域
資
源
の
活
用
や
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
活
動
す
る
方
々
を

増
や
す
こ
と
で
、
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

 

北
部
地
域
の
居
住
問
題
は

問答

　３月１日に市長の施政方針の説明が
行われ、その際、市長の隣で手話通訳
を実施しました。
　３月５日、６日には、施政方針に対
する各会派の代表質問を行いました。
その主な内容は次のとおりです。

大
阪
維
新
の
会

　
塚
　
　
　
理
〔
質
問
者
〕

　
大
野
　
幾
子
　
　
長
谷
川
　
浩

　
萩
原
　
　
佳
　
　
岩
本
　
　
守

（※１） 交通結節点 ： 異なる交通手段 ( 場合によっては同じ交通手段 ) を相互に連絡する乗り換え ・ 乗り継ぎ施設 
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代表質問

市
議
会

だ
よ
り

平
成
29
年
度
に
引
き
続
き
、
三
島
二

次
医
療
圏
に
お
け
る
新
た
な
救
急
医

療
体
制
の
構
築
に
向
け
、
関
係
機
関
等
と
協

議
を
進
め
る
と
あ
る
が
、
29
年
度
は
何
回
、

ど
の
よ
う
な
方
と
具
体
的
に
何
を
協
議
し
た

の
か
。
ま
た
、
新
た
な
救
急
医
療
体
制
と
は

何
を
意
味
す
る
の
か
。

実
務
者
と
し
て
大
阪
府
三
島
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
等
が
、
関
係
者
と
し
て

市
医
師
会
等
が
参
加
し
、
大
阪
府
三
島
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
移
転
等
に
つ
い
て
検
討
す
る

意
見
交
換
会
が
６
回
、
３
市
１
町
の
消
防
職

員
を
構
成
員
と
す
る
三
島
二
次
医
療
圏
救
急

医
療
検
討
会
が
６
回
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
移
転
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
体
制

等
に
影
響
が
及
ぶ
た
め
、
初
期
か
ら
三
次
救

急
ま
で
の
新
た
な
救
急
医
療
体
制
の
構
築
に

向
け
た
協
議
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

う
と
あ
る
が
、
農
と
福
祉
、
農
と
教
育
と
の

連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

今
後
の
農
業
の
担
い
手
確
保
や
育
成

の
観
点
か
ら
、
福
祉
、
教
育
い
ず
れ

も
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
福
祉
、
教
育
の
観
点
か
ら
も
、
農

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
連
携
、
支
援
し
て

い
く
。

く
な
る
こ
と
か
ら
、
移
動
支
援
の
ニ
ー
ズ
が

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
。
そ
の
た
め
高
齢
者

や
公
共
交
通
が
不
便
な
地
域
で
の
移
動
支
援

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
意
見
交
換
を
始
め

て
い
る
。
急
速
に
進
む
自
動
運
転
な
ど
の
技

術
革
新
に
も
十
分
留
意
し
て
、
地
域
の
課
題

に
合
っ
た
施
策
に
つ
い
て
、
協
議
、
検
討
し

て
い
く
。　

を
結
ぶ
道
路
一
方
通
行
化
の
検
討
に
お
け
る

進
捗
状
況
お
よ
び
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

一
方
通
行
化
の
実
現
は
、
中
心
市
街

地
の
交
通
環
境
に
大
き
く
関
わ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
は
、
茨
木
松
ケ
本
線

の
整
備
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
交
通
へ
の
効

果
を
見
極
め
る
。
ま
た
、
市
民
会
館
跡
地
エ

リ
ア
や
駅
前
再
整
備
と
も
関
係
す
る
も
の
で

あ
り
、
総
合
的
な
視
点
で
検
討
し
て
い
く
。

答
公
共
交
通
の
維
持
、
充
実
へ
の
取
り

組
み
に
お
い
て
、
運
転
免
許
の
自
主

返
納
制
度
や
今
後
も
高
齢
化
が
進
む
こ
と
を

考
え
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
さ

せ
る
こ
と
を
本
格
的
に
考
え
る
状
況
で
は
な

い
か
。
総
合
交
通
戦
略
の
中
で
も
大
切
な
要

素
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
近
距

離
で
も
移
動
が
困
難
に
な
る
方
が
多

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
考
え
は

問答

農
業
へ
の
関
心
を
高
め
、
新
た
な
担

い
手
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
農
業

体
験
の
取
り
組
み
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
農
業
者
と
と
も
に
、

新
た
な
農
業
施
策
を
考
え
る
取
り
組
み
を
行

 

農
業
と
福
祉
や
教
育
と
の
連
携
を

問
39
歳
以
下
の
在
住
、
在
学
、
在
勤
の

方
々
を
対
象
に
、
政
策
立
案
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、「
次
な
る
茨
木
」

の
た
め
に
、
若
い
方
の
知
恵
を
い
か
す
こ
と

は
賛
成
だ
が
、
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い
る

40
代
の
ア
ラ
フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
シ
ス
世
代
に
つ

い
て
も
、
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。「次

な
る
茨
木
」
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
自
ら
可

能
性
を
伸
ば
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
幸
せ

や
、
豊
か
な
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

就
職
や
仕
事
で
恵
ま
れ
な
い
世
代
と
さ
れ
る

ア
ラ
フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
シ
ス
世
代
に
限
ら
ず
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
幸
せ
や
豊
か
な
生
活
を
実

感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

40
代
世
代
に
対
す
る
市
の
考
え
は

問答

市
民
に
愛
さ
れ
、
使
わ
れ
る
新
し
い

芸
術
文
化
施
設
の
建
設
を
重
点
政
策

 

芸
術
文
化
施
設
建
設
の
計
画
は

問 答
自
由
民
主
党
・
絆

　
辰
見
　
　
登
〔
質
問
者
〕

　
福
丸
　
孝
之
　
　
下
野
　
　
巖

　
上
田
　
光
夫
　
　
上
田
　
嘉
夫      

　
中
内
　
清
孝
　
　

と
し
て
位
置
付
け
、
取
り
組
み
を
進
め
る
と

し
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
に
何
を
し
て
、
何

を
決
定
す
る
の
か
。
ま
た
、
芸
術
文
化
施
設

の
完
成
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

平
成
30
年
度
に
お
い
て
、
元
市
民
会

館
等
の
解
体
設
計
、
跡
地
エ
リ
ア
活

用
基
本
計
画
及
び
P
Ｐ
Ｐ
手
法
（
※
２
）
等

導
入
可
能
性
調
査
を
実
施
し
、
31
年
１
月
か

ら
は
、
事
業
者
募
集
に
向
け
た
仕
様
等
の
作

成
に
取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
32

年
度
か
ら
は
、
設
計
及
び
建
設
工
事
を
進
め
、

35
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
く
。

答答

 

新
た
な
救
急
医
療
体
制
の
構
築
は

問

（※２） ＰＰＰ手法 ：パブリック ・ プライベート ・ パートナーシップ （Public Private Partnership） の略称で、 官民が
連携して公共サービスの提供を行うこと

ＪＲ茨木駅と阪急茨木市駅を結ぶ府道枚方茨木線
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代表質問

日
本
共
産
党

　
大
嶺
さ
や
か
〔
質
問
者
〕

　
朝
田
　
　
充
　
　
畑
中
　
　
剛

地
域
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
地

域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
承
認
を

受
け
た
医
療
機
関
に
対
し
、
必
要
な
設
備
等

の
整
備
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
市
内
に
地
域
医
療
支
援
病
院

は
何
か
所
あ
る
の
か
。
ま
た
、
必
要
な
設
備

等
の
整
備
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）

の
こ
と
な
の
か
。

現
時
点
に
お
い
て
、
市
内
に
地
域
医

療
支
援
病
院
は
存
在
し
て
い
な
い
。

助
成
の
範
囲
と
な
る
設
備
の
整
備
と
は
、
地

域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
承
認
に
必
要
な

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
設
置
及
び
設
置
に
伴
う
改
修
工
事

や
医
療
機
器
等
の
こ
と
で
あ
る
。

 

地
域
医
療
の
確
保
を

問答

市
制
施
行
70
周
年
を
契
機
に
、
市
民

参
加
型
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
た
、
各
種
記
念
事
業
を
展
開

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、「
い
ば
ラ
イ
フ
」、「
リ

ノ
ベ
の
い
ば
ら
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な

の
か
わ
か
ら
な
い
。
市
民
参
加
型
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
本

市
に
お
い
て
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
取
り

組
み
や
表
現
に
し
て
は
ど
う
か
。

本
市
が
実
施
す
る
事
業
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代
に
も
共

感
で
き
る
よ
う
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
。
お
知
ら
せ
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
か
り
や

す
い
表
現
を
心
が
け
、
各
世
代
の
多
く
の
市

民
の
参
加
、
参
画
が
得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し

て
い
く
。

市
民
参
加
型
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

問

第
５
次
総
合
計
画
の
進
行
管
理
に
つ

い
て
、
評
価
、
分
析
が
な
け
れ
ば
意

味
は
な
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル(

※
１)

に
従
い
、
徹
底
し
た
課
題
の
分
析
を
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
は
担

当
部
・
課
だ
け
で
な
く
、
企
画
担
当
者
の
参

画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
施
策
評
価
を
踏
ま
え
た
実

施
計
画
の
策
定
等
、
本
市
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。
第
５
次
総
合
計
画
及
び

事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
施
策
評
価
の
実
施
、
課
題
等
の
整
理
と

あ
わ
せ
、
そ
の
評
価
を
踏
ま
え
た
政
策
推
進

や
行
財
政
改
革
の
視
点
に
立
っ
た
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
企
画
・

財
政
部
門
と
担
当
部
門
が
連
携
し
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

 

第
５
次
総
合
計
画
の
課
題
分
析
を

問答

中
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
を
行
っ

た
が
、
中
学
校
給
食
は
直
営
実
施
と
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
実
施
方
式
は
、
学
校
で
の
単

独
調
理
場
方
式
や
、
親
子
方
式
（
※
２
）
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

中
学
校
給
食
の
直
営
実
施
は
考
え
て

い
な
い
が
、
単
独
調
理
場
や
親
子
方

式
で
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い

て
調
査
、
分
析
は
し
て
い
な
い
。
今
後
、
効

果
的
な
行
財
政
運
営
か
つ
、
よ
り
豊
か
な
学

校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
い
ず
れ
の
実
施

方
式
が
望
ま
し
い
か
検
討
し
て
い
く
。

 

中
学
校
給
食
の
実
施
方
式
は

問

答

渋
滞
ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
、
国
や
府

と
の
協
議
や
、
交
通
量
調
査
を
行

う
と
の
こ
と
だ
が
、
渋
滞
が
常
態
化
し
て
い

る
国
道
171
号
沿
い
で
は
、
新
駅
や
物
流
セ
ン

タ
ー
等
が
開
業
す
る
中
、
こ
の
内
容
で
は
、

取
り
組
み
と
し
て
は
不
十
分
と
考
え
る
。
平

成
30
年
度
中
に
解
消
を
要
す
る
箇
所
の
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
と
優
先
順
位
を
つ
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

新
名
神
高
速
道
路
や
茨
木
松
ケ
本
線

の
供
用
開
始
に
よ
る
交
通
量
等
の
変

渋
滞
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
は

問答

答

化
を
把
握
し
、
国
、
府
、
警
察
等
と
課
題
箇

所
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
優
先
順
位
も
含
め
て

検
討
す
る
た
め
、
一
定
の
時
間
を
要
す
る
。

ま
た
、
渋
滞
原
因
の
多
く
は
国
道
、
府
道
に

よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
国
、

府
へ
要
望
し
て
い
く
。

「リノベのいばらき」ＤＩＹ工房（元町）

（※１） PDCA サイクル ： Plan （計画）、 Do （実行）、 Check （評価）、 Action （改善） の頭文字を並べた言葉で、
「P → D → C → A」 のサイクルを繰り返すことにより、 継続的に業務を改善していく手法

（※２） 親子方式 ： 小学校の給食調理場で調理した給食を、 中学校に搬送する方式
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代表質問

市
議
会

だ
よ
り

み
に
あ
た
っ
て
は
、
共
生
を
実
現
す
る
た
め

に
、
差
別
の
解
消
は
不
可
欠
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
差
別
解
消

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
の
三
島
ウ
ド
は
、
府
の
な
に
わ

の
伝
統
野
菜
認
証
マ
ー
ク
の
使
用
を
認
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
担
い
手
と
な
ら
れ

た
生
産
農
家
に
青
年
就
農
給
付
金
を
交
付
し

て
い
る
。
な
お
、
条
例
化
に
つ
い
て
は
、
府

に
お
い
て
対
応
を
検
討
中
で
あ
る
た
め
、
今

後
も
府
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

い
う
観
点
か
ら
も
、
対
策
の
充
実
を
求
め
る
。

ま
た
、
農
業
を
守
る
と
い
う
点
で
、
種
子
法

（
※
３
）
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
茨
木
由
来
の

農
産
物
を
守
る
取
り
組
み
と
、
府
へ
大
阪
産

の
品
種
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
条
例
化

を
求
め
て
は
ど
う
か
。

ジ
ビ
エ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
元

飲
食
店
や
猟
友
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

市議会のうごき

議会広報委員会
議会記念誌編さん委員会
　　　議会運営委員会行政視察
（広島県呉市、廿日市市）
北部地域整備対策特別委員会
政治倫理条例策定会議
市街地整備対策特別委員会
幹事長会
議会運営委員会

12日

18日～19日

23日

24日
31日

１月

２月
１日
６日

７日

８日

19日

23日

政治倫理条例策定会議
本会議（初日）
選考委員会
本会議（２日目）
選考委員会
本会議（最終日）
選考委員会
幹事長会
議会運営委員会
各派代表者会議
幹事長会
政治倫理条例策定会議
議員総会
幹事長会
議会運営委員会
正副委員長会

 

農
業
施
策
の
取
り
組
み
は

問

答

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
か
ら
の
歳
出
を
財

源
と
し
、
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る
高
齢
者

対
象
の
バ
ス
運
賃
補
助
制
度
を
研
究
し
、
導

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

高
齢
者
対
象
バ
ス
運
賃
補
助
制
度
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
や
介
護
予

防
事
業
と
し
て
の
効
果
等
を
考
慮
し
、
ま
た
、

先
進
的
な
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
、
研

究
し
て
い
く
。

 
高
齢
者
対
象
バ
ス
運
賃
補
助
導
入
を

問答

（※３） 種子法 （主要農作物種子法） ： 主要農作物の優良な種子の生産及び普及を促進するため、 種子の
生産について、 ほ場審査その他の措置を行うことを目的とする法律

民
進
ネ
ッ
ト

　
稲
葉
　
通
宣
〔
質
問
者
〕

　
安
孫
子
浩
子
　
　
友
次
　
通
憲

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納

者
に
対
し
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
で
利
用
で
き
る
共
通
乗
車
カ
ー
ド
の
購
入

費
用
を
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
公
共
交

通
の
降
車
地
点
か
ら
自
宅
ま
で
の
距
離
（
ラ

ス
ト
マ
イ
ル
）
が
遠
く
、
ま
た
、
道
の
り
が

 

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
の
移
動
支
援
を

問 答

農
業
施
策
に
つ
い
て
、
鳥
獣
被
害
に

は
一
定
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
本
市
で
は
、
猟
友
会
と
地
元
飲
食
店
が

協
力
し
、
ジ
ビ
エ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
。
資
源
の
有
効
活
用
や
地
元
産
業
振
興
と

次
頁
へ
つ
づ
く

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組

 

地
域
共
生
社
会
実
現
へ
の
見
解
は

問

千提寺で栽培されている三島ウド

本会議（初日）
本会議（２日目）
本会議（３日目）
本会議（４日目）
本会議（５日目）
本会議（６日目）
本会議（７日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
総務常任委員協議会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）
幹事長会
正副委員長会
政治倫理条例策定会議

１日
５日
６日
７日
８日
９日
12日
14日

15日

16日

22日

26日

27日

３月
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最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
待
機
児
童
問
題
に
つ
い
て
、
国
の

改
革
の
流
れ
も
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

全
力
で
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
、
さ
ら
な
る

具
体
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

保
育
の
受
入
体
制
の
確
保
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
待
機
児
童
数
は

は
な
い
か
。

大
人
用
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
多
目
的

化
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
児
童
・
生

徒
用
を
優
先
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
順
次
、

整
備
を
し
て
い
く
。

険
し
い
市
民
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
ケ

ア
を
考
え
て
い
る
の
か
。

運
転
免
許
証
返
納
後
の
高
齢
者
等
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
や
商

業
施
設
、
医
療
施
設
等
へ
の
近
距
離
移
動
も

困
難
と
な
る
た
め
、
移
動
支
援
の
ニ
ー
ズ
は

増
え
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
高
齢

者
や
公
共
交
通
が
不
便
な
地
域
の
方
へ
の
移

動
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
協
議
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

答

答

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
承
認
を

受
け
た
医
療
機
関
へ
の
補
助
制
度
が

創
設
さ
れ
る
が
、
当
該
病
院
の
果
た
す
役
割

は
何
か
。
ま
た
、
市
が
め
ざ
す
医
療
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
医
療
支
援
病
院
は
地
域
医
療
の

核
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
身
近
な

地
域
で
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
等
へ
の
支
援
を

通
じ
て
、
地
域
医
療
の
確
保
を
図
る
拠
点
に

な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
民
の
健
康
と
安

全
・
安
心
確
保
の
た
め
、
救
急
医
療
等
の
包

括
的
な
地
域
医
療
体
制
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。
平
成
30
年
は
現
状
把
握
と
課
題
分
析
を

行
い
、
必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 

地
域
医
療
・
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

問答

公  

明  

党

　
松
本
　
泰
典
〔
質
問
者
〕

　
大
村
　
卓
司
　
　
青
木
　
順
子

　
河
本
　
光
宏
　
　
篠
原
　
一
代

　
坂
口
　
康
博
　
　

 

待
機
児
童
問
題
の
解
消
は

問

　本会議（定例会、臨時会）のライブ中継及び録画
配信をインターネットで視聴いただけるとともに、
市役所本館１階ロビーでもライブ中継します。
  （http://www.city.ibaraki.osaka.jp/shisei/gikai/）

本会議をインターネットで
　　　　　ご覧いただけます

前
頁
の
つ
づ
き

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
を
改
修
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
大
人

用
ト
イ
レ
も
利
用
し
づ
ら
い
環
境
に
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
妊
娠
中
や
病
気
・
怪
我
療
養

中
の
教
職
員
、
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
で

の
高
齢
者
の
利
用
等
、
配
慮
が
必
要
な
場
合

も
多
い
こ
と
か
ら
、
大
人
用
ト
イ
レ
の
積
極

的
な
洋
式
化
、
多
目
的
化
を
推
進
す
べ
き
で

 

学
校
の
大
人
用
ト
イ
レ
を
洋
式
化
に

問

答

着
実
に
減
少
し
た
が
、
国
か
ら
の
新
た
な
待

機
児
童
解
消
プ
ラ
ン
に
対
応
す
る
た
め
、
整

備
計
画
等
を
見
直
し
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園

等
の
計
画
的
な
建
て
替
え
工
事
を
進
め
、
企

業
主
導
型
保
育
施
設
と
も
連
携
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
女
性
就
業
率
等
に
よ
る
保
育
利

用
率
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
必
要
な

保
育
受
入
体
制
の
確
保
方
策
を
検
討
し
、
待

機
児
童
解
消
に
努
め
て
い
く
。
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代表質問

市
議
会

だ
よ
り

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
に
対
し
、
公
共
交
通
機
関
で
利
用
で
き

る
共
通
乗
車
カ
ー
ド
購
入
へ
の
補
助
は
評
価

す
る
が
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー(
※
１)

等
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
安
全
教
育
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

新
た
な
移
動
手
段
導
入
に
は
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
等
が
重
要
で
あ

り
、
地
域
住
民
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
移
動

の
課
題
に
合
っ
た
施
策
に
つ
い
て
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
高
齢

者
施
設
等
で
の
講
話
が
中
心
で
あ
る
が
、
技

能
講
習
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

 
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
対
応
は

問

駅
利
用
者
の
安
全
対
策
の
た
め
、
Ｊ

Ｒ
総
持
寺
駅
に
続
き
、
鉄
道
駅
ホ
ー

ム
柵
の
整
備
に
対
す
る
支
援
が
実
施
さ
れ
る

が
、
本
市
に
は
利
用
者
の
多
い
駅
が
複
数
有

る
こ
と
か
ら
、
順
次
設
置
を
望
む
が
、
今
後

の
計
画
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
で
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
ホ
ー
ム
柵
設
置
に
着
手
さ

れ
、
本
市
で
は
南
茨
木
駅
か
ら
順
次
、
設
置

予
定
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
、
阪
急
に
お
い
て
は
、

 

鉄
道
駅
ホ
ー
ム
柵
の
設
置
促
進
を

問答

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
家
庭
の
状

況
等
に
よ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
昼
食
を
食
べ
て
い
な
い
生
徒
が
い
る

現
状
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
も
踏
ま
え
、
教

育
委
員
会
で
一
定
の
考
え
方
が
ま
と
め
ら
れ

た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
る
考
え
を
示
さ
れ
た
が
、

今
後
、
全
員
喫
食
に
な
る
と
考
え
て
よ
い
の

か
。

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
全
員
喫
食

が
望
ま
し
い
と
示
さ
れ
た
た
め
、
本

市
の
現
状
に
お
け
る
各
給
食
実
施
方
式
で
の

 

中
学
校
給
食
の
今
後
の
あ
り
方
は

問答
本
市
の
中
小
企
業
活
性
化
の
た
め
、

も
の
づ
く
り
補
助
金
等
の
優
先
採
択

を
受
け
る
条
件
と
な
る
、
生
産
性
向
上
措
置

法
に
基
づ
く
導
入
促
進
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
、
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を
受

け
た
設
備
投
資
に
対
し
、
固
定
資
産
税
の
特

例
率
を
ゼ
ロ
に
す
る
条
例
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

条
件
を
満
た
せ
ば
、
国
の
補
助
金
等

が
優
先
採
択
さ
れ
る
対
象
と
な
り
、
市
内
中

小
企
業
へ
の
設
備
投
資
支
援
や
生
産
性
向
上

の
後
押
し
が
可
能
と
な
る
た
め
、
本
法
律
の

施
行
に
合
わ
せ
、
速
や
か
に
、
基
本
計
画
策

定
及
び
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 

設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税
特
例
を

問答

実
現
可
能
性
や
経
費
等
に
つ
い
て
、
よ
り
正

確
に
試
算
す
る
た
め
、
現
地
調
査
も
含
め
た

調
査
、
分
析
を
行
う
。
な
お
、
現
時
点
で
実

施
す
る
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。　

答

事
業
費
が
多
大
と
な
る
た
め
、
利
用
者
の
多

い
駅
か
ら
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
本

市
既
存
駅
の
整
備
時
期
は
未
定
で
あ
る
が
、

今
後
も
引
き
続
き
、
鉄
道
事
業
者
へ
早
期
整

備
を
要
望
し
て
い
く
。

ＪＲ総持寺駅のホーム柵

高齢者向け交通安全教室（沢池多世代交流センター）

議会Ｑ＆Ａ
Ｑ．特別委員会とは何ですか？ 

Ａ．特別委員会とは、常任委員会と異なり、
必要がある場合に議会の議決によって設置
され、特定の事件を審査・調査します。　
　茨木市議会では、平成 30 年 2 月臨時会
おいて市民会館跡地等整備対策特別委員会
が新たに設置され、現在は下記の３つの特
別委員会が常設されています。

（※１） デマンドタクシー ：予約制の乗合タクシーのことで、 予約に応じて自宅と目的地の間を、 複数の人が
乗合運行するシステム

委員会名 所管事項

北部地域整備対策

特別委員会

彩都、安威川ダム建
設、新名神高速道路、
その他北部地域の整
備に係る問題

市街地整備対策

特別委員会
駅前整備、大規模市
街地開発に係る問題

市民会館跡地等

整備対策特別委員会

市民会館跡地等整備、
市民会館建て替えに
係る問題




